
領域 より成功体験を目指す達成目標 より成功体験を目指す支援内容 課題克服に寄せた達成目標 課題克服に寄せた支援内容

初回利用(放デイ) 事業所の環境や指導員に慣れ、安心して日々の活動に取り組めるようになる。 事業所内の環境や指導員との関わりを継続的に促し、児童が安心感を持ちながら過ごせるよう支援する。 事業所のルールや環境を理解し、自主的に活動に参加できるようになる。 施設のスケジュールやルールの理解を深める支援を継続し、児童の主体的な行動を促す。

初回利用(児発) 事業所の雰囲気や指導員に慣れ、安心して日常の支援に取り組める基盤を作る。 指導員との関わりを日々継続し、児童が安心感を感じられる環境作りを支援する。 事業所の環境やルールを理解し、自己表現や交流に積極的に参加できるようになる。 環境の変化を段階的に伝え、興味を引き出す遊びや活動を継続的に提供する。

食事前や外出後に自ら洗面所へ行き、手洗いができるようにする。 手洗いの流れをイラストやタイマーで可視化し、楽しみながら習慣化できるように支援する。 水に触れることに慣れ、手洗い場に向かおうとする動きを促す。 手洗いの動作を一緒に確認し、安全で安心して取り組めるように支援する。

手洗いの手順を一緒に確かめながら、毎日自然にできるよう促す。 手洗いを行う前に流れを説明し、実際に手本を見せて安心して取り組めるようにする。 手洗い時の石けんの香りなど感覚に注目し、リラックスして洗えるよう促す。 泡がきれいに流れたか確認し、細かな動作も丁寧に支援する。

食後は自分で歯ブラシを用意し、前向きに歯磨きができるよう声をかける。 歯ブラシの持ち方や動かし方を一緒に練習し、本人のペースで自信を持てるよう支える。 歯磨きを始める前にお気に入りのコップを用意し、楽しい時間にする工夫をする。 好きな歯磨き粉の味を引き出して自主性を育てる。

口の中を清潔に保つ心地よさを伝え、自ら進んで歯磨きができるようにする。 歯磨きができたときには「お口がきれいになったね」と成果を言葉で伝えて達成感につなげる。 鏡で歯磨き後のきれいさを一緒に見て達成感を味わうようにする。 歯磨き後の感覚を一緒に共有する時間を作る。

朝の支度では好きな服を自分で選べるようにし、落ち着いて着替えられるよう手助けする。 着替えをする順番を本人と一緒に確認し、無理なくスムーズに進められるように環境を整える。 着替え前に天気や予定を話し、自分で服を選ぶ力を育てる。 着替えの順番を本人に選ばせ成功体験を積ませる。

ボタンやチャックを一緒に練習し、少しずつできることを一つ一つ認めて自信につなげる。 ボタンやチャックを扱うときは「できたね」と細かいステップごとに肯定的な声かけをする。 ボタン留めをゆっくりやるよう声かけし、焦らず取り組める雰囲気を作る。 うまくいかないときは一緒にコツを探す前向きな支援を行う。

手洗いの後に自分でタオルを使えるよう、日々の生活で自然と身につけていく。 タオルの場所や使い方をわかりやすく伝え、自分で選んで拭く経験を重ねる。 タオルの柔らかさや色を楽しみながら自分で拭く喜びを味わえるようにする。 タオルのデザインや手触りを話題にし、好きなタオルを選ぶ機会を与える。

毎回タオルで手を拭いたら「できたね」と伝えて、習慣が定着するようにする。 毎日手を拭く行為を習慣として根付かせるために、声かけやタイマーも活用する。 手を拭いた後の香りや感覚に気づき、変化を共有する。 自分で選んだタオルを使うことに気づいて認める声かけをする。

コップをゆっくり持つことや適量を注ぐことを繰り返し練習し、こぼさず飲めるように支援する。 コップの持ち方や飲み方を繰り返し確認し、失敗しても「大丈夫」と前向きに励ます。 ゆっくりコップを傾ける練習を増やし、こぼさず飲む体験を積む。 飲み物を飲む行動一つ一つを本人に考えさせ、行動の意識化を促す。

飲み物をこぼさず飲めたときはしっかり褒めて、次も意識できるように促す。 飲み物をこぼさず飲めた日は、一緒に成功を喜びあい、本人の工夫を認める。 飲み終わりを認め、完了したことをしっかり評価する。 飲む様子を見て、静かに飲めていることを伝え周囲への配慮を促す。

鼻をかむときはお手本を見せつつ、本人のやり方も尊重して自分でできるように支援する。 鼻をかむ動作を最初から最後まで見守り、「自分でできたね」と小さな成長も評価する。 鼻をかむ前に深呼吸し、ゆったりした気持ちでできるように支援する。 鼻をかむ左右の手の使い方にも注意を促し、声かけを行う。

鼻をティッシュでかめたら必ず褒めて、良い体験として積み重ねていく。 ティッシュを使って上手に鼻がかめたときは「とても上手だったね」としっかり褒める。 鼻をかんだ後のすっきり感を体感し、呼吸の楽さを共有する。 鼻をかんだ後の変化を感じ取れるよう、声かけを継続する。

トイレの後は拭き方の手順を一緒に確認し、落ち着いてできるように声かけする。 トイレでのお尻の拭き方を個別のサインや順序で伝え、不安なくできるようにする。 拭く手順を確認しながら、自信を持ってできるように促す。 拭き方の長さや量を本人と話し合い、工夫する機会を作る。

お尻を自分で拭けたときは「自分でできてえらいね」と伝えて自信につなげる。 お尻を拭くのができた日は「昨日より上手にできたね」と過去の自分と比べて励ます。 拭けたことを強調し、自信を持たせる言葉がけをする。 行動自体を認め、できたことに対してしっかり評価する。

はしやスプーンの持ち方・使い方を食事の中で一緒に伝えていく。 はしやスプーンの持ち方や使い方を、一緒に遊びながら身につけていく。 はしやスプーンの持ち方・使い方を食事の中で一緒に伝えていく。 持ち方の工夫を促し、食事中の会話で成長を認める。

はしやスプーンで食べられたときは「がんばったね」と声をかけ、食事の楽しさにつなげる。 食事中に道具を正しく使えたら、「その持ち方いいね」と具体的に褒めてあげる。 はしやスプーンで食べられたときは「がんばったね」と声をかけ、食事の楽しさにつなげる。 昨日より上手になったことを本人に伝え、やる気を引き出す。

自分の名前を言う練習を日々取り入れ、本人が自信を持って言えるように応援する。 名前を呼ばれたときにしっかり返事ができるよう、日々のやりとりを大切にする。 自分の名前を言う練習を日々取り入れ、本人が自信を持って言えるように応援する。 名前を呼ばれたときにしっかり返事ができるよう、日々のやりとりを大切にする。

名前を言えたときはその場でしっかり認めて、自己肯定感を育てる。 自分の名前を人前で言えたら「よく言えたね」と安心感を持たせるよう声をかける。 名前を言えたときはその場でしっかり認めて、自己肯定感を育てる。 自分の名前を人前で言えたら「よく言えたね」と安心感を持たせるよう声をかける。

トイレにひとりで行く前に手順や持ち物を確認し、不安を和らげる。 トイレにひとりで行く準備として、動作ごとにチェックリストを使い自信を育てる。 トイレにひとりで行く前に手順や持ち物を確認し、不安を和らげる。 目標設定を本人に意識させ、準備の確認にチェックリストを活用する。

トイレにひとりで行く準備として、チェックリストを活用し自信を深める。 チェックリストで手順を整理し、不安なく行動できるよう声かけや見守りを行う。 トイレにひとりで行く準備として、チェックリストを活用し自信を深める。 チェックリストで手順を整理し、不安なく行動できるよう声かけや見守りを行う。

電車利用のルールや手順を一緒に確認し、安全に行動できるよう支援する。 電車の乗り方や切符の買い方を繰り返し教え、安心して挑戦できる環境を整える。 電車利用のルールや手順を一緒に確認し、安全に行動できるよう支援する。 電車の乗り方や切符の買い方を繰り返し教え、安心して挑戦できる環境を整える。

路線図や時刻表を事前に見て不安を軽減し、落ち着いて移動できるようにする。 不安や疑問を聞きながらイメージトレーニングを行い、安心感を育てる支援をする。 路線図や時刻表を事前に見て不安を軽減し、落ち着いて移動できるようにする。 不安や疑問を聞きながらイメージトレーニングを行い、安心感を育てる支援をする。

朝の身だしなみをチェックリストで確認し、自信を持って登校できるよう促す。 好きな服やアクセサリーを選ぶ時間を設け、本人の好みを尊重しながら支援する。 朝の身だしなみをチェックリストで確認し、自信を持って登校できるよう促す。 好きな服やアクセサリーを選ぶ時間を設け、本人の好みを尊重しながら支援する。

鏡の前で髪型や服装を整え、肯定的な言葉で自信を育てる。 鏡の使い方や整え方のコツを伝え、本人の意見を尊重しながら支援を継続する。 鏡の前で髪型や服装を整え、肯定的な言葉で自信を育てる。 鏡の使い方や整え方のコツを伝え、本人の意見を尊重しながら支援を継続する。

洗濯の手順を分担し、体験を重ねながら自然に操作できるようになる。 洗濯機のボタン操作や洗剤投入を一緒に行い、難しいところはカードで補足説明する。 洗濯の手順を分担し、体験を重ねながら自然に操作できるようになる。 洗濯機のボタン操作や洗剤投入を一緒に行い、難しいところはカードで補足説明する。

洗濯物の分別や操作を本人が主体的に行い、達成感を感じる。 分別や操作を褒めながら、生活の自信につながるよう支援する。 洗濯物の分別や操作を本人が主体的に行い、達成感を感じる。 分別や操作を褒めながら、生活の自信につながるよう支援する。

調理工程表を使い、本人のやりたいことを尊重して調理体験を増やす。 簡単な調理から始め、成功体験を積めるように見守り、失敗も前向きに捉える支援をする。 調理工程表を使い、本人のやりたいことを尊重して調理体験を増やす。 簡単な調理から始め、成功体験を積めるように見守り、失敗も前向きに捉える支援をする。

作った料理をみんなで味わい、協力して取り組む喜びを共有する。 調理の過程や結果を褒め合い、主体的な意欲を引き出す言葉かけを行う。 作った料理をみんなで味わい、協力して取り組む喜びを共有する。 調理の過程や結果を褒め合い、主体的な意欲を引き出す言葉かけを行う。

担当場所を相談し、自分の役割を自覚しながら掃除に取り組む。 掃除後は一緒に確認し、「きれいになったね」と肯定的に伝え、モチベーションを維持する。 担当場所を相談し、自分の役割を自覚しながら掃除に取り組む。 掃除後は一緒に確認し、「きれいになったね」と肯定的に伝え、モチベーションを維持する。

掃除後の成果を確認し、達成感を言葉で伝える。 担当箇所を明確にし、終わったあとの振り返りを丁寧に行う。 掃除後の成果を確認し、達成感を言葉で伝える。 担当箇所を明確にし、終わったあとの振り返りを丁寧に行う。

洗濯物の干し方を尊重し、工夫や上達を振り返る時間を持つ。 干し方の順番や使うハンガーを本人のやり方に合わせて支援し、自信を持たせる。 洗濯物の干し方を尊重し、工夫や上達を振り返る時間を持つ。 干し方の順番や使うハンガーを本人のやり方に合わせて支援し、自信を持たせる。

決まった日に洗濯物干しを担当し、継続して自信と責任感を育む。 カレンダーに記録し、成長を実感できるよう声かけをする。 決まった日に洗濯物干しを担当し、継続して自信と責任感を育む。 カレンダーに記録し、成長を実感できるよう声かけをする。

実際の店舗で食材選びや会計を体験し、本人のペースで買い物ができるようにする。 買い物の段取りを一緒に考え、本人の選択を尊重しながらサポートする。 実際の店舗で食材選びや会計を体験し、本人のペースで買い物ができるようにする。 買い物の段取りを一緒に考え、本人の選択を尊重しながらサポートする。

買い物後にレシートを見て振り返り、自分で買えた喜びを実感する。 買い物ができたことを褒め、達成感を促す言葉かけを丁寧に行う。 買い物後にレシートを見て振り返り、自分で買えた喜びを実感する。 買い物ができたことを褒め、達成感を促す言葉かけを丁寧に行う。

日々の使い道を話し合い、計画的にお金を使う意識を育てる。 使い道の計画や結果を一緒に確認し、計画通りできたらしっかり褒める。 日々の使い道を話し合い、計画的にお金を使う意識を育てる。 使い道の計画や結果を一緒に確認し、計画通りできたらしっかり褒める。

使い道の計画や結果を一緒に確認し、計画通りできたらしっかり褒める。 整理や片付けのルールを伝え、できたことは毎回褒めて楽しい体験にする。 予算立てや記録方法を教え、小額の管理を体験させる。 金銭管理の基礎を具体的に伝え、失敗しても修正しながら成功体験を積めるよう支援する。

初回利用(放デイ) 指導員のサポートを受けながら、基本的な運動動作に取り組み、安全に体を動かせるようになる。 ゆっくりとしたペースで体の動きを練習し、動作のコツを繰り返し伝えながら安全に活動できるよう支援する。 自分で動きを調整しながら、様々な運動活動に積極的に参加できるようになる。 運動ルールや集団行動の理解を促し、自主的に活動に取り組めるよう継続的に支援する。
初回利用(児発) 体の感覚や動きの基本に慣れ、指導員との関わりを通じて安心して活動できる基礎を作る。 触覚や体感覚を刺激する遊びを取り入れながら、ゆっくりと体を動かす時間を継続的に提供する。 体の動きに意識を向け、指導員と協力して運動能力を徐々に高められるようになる。 多様な遊びや体操を通じて興味を引き出し、運動への積極的な参加を促す支援を継続する。

安定したバランスで安全に手すりを使わずに階段を上り下りできるようになる。 階段の昇降時にバランス感覚を養う練習を重点的に行い、足の運び方や体幹の使い方を指導しながら安全に移動できるよう見守る。 安全に手すりを使わずに階段を上り下りできるようになる。 手すりの使用を徐々に減らし、体幹や足腰の筋力を強化するトレーニングを取り入れ、段階的に自立を支援する。

階段の昇降を自信を持って、手すりを使わずに安全にできるようになる。 実際の階段で繰り返し練習を行い、段差の感覚や足の置き方を確認しながら、安心して移動できるよう支援する。 手すりを使わずに階段を上り下りするための基礎体力とバランス感覚を養う。 筋力トレーニングやバランス運動を取り入れ、段階的に手すりなしでの昇降に挑戦できるよう準備を進める。

片足で数秒間バランスを保てるようになる。 安全な環境でバランス練習を繰り返し行い、注意深く見守る。 片足で数秒間バランスを保つことが難しいため、少しずつ練習を始める。 安全な環境で支援者の補助を受けながら、片足でのバランス練習を繰り返す。

姿勢を整えながら片足で立つ時間を徐々に延ばせるようになる。 支援者が声かけをしながら、無理のない練習を促す。 片足でのバランス保持に不安があるため、補助を受けながら時間を延ばす。 声かけやサポートを行い、本人のペースに合わせて段階的に練習時間を増やす。

投げられたボールをしっかりと受け止められるようになる。 受け取りやすいボールで練習し、成功したら褒めて自信を育てる。 投げられたボールのキャッチが難しいため、簡単なボールから練習を始める。 大きく柔らかいボールを使い、焦らずキャッチ練習を続ける環境を整える。

キャッチのタイミングを掴み、安全にボールを受け取れるようになる。 手の位置や目の動きを指導し、焦らずゆっくり繰り返し練習する。 キャッチのタイミングが取りにくいため、段階的に動きを練習する。 手の位置や目の動きを丁寧に教え、成功体験を重ねられるよう見守る。

リズムに合わせてスキップができるようになる。 楽しい音楽や声かけでリズム感を養い、転倒に注意して練習する。 スキップ動作が難しいため、リズムに合わせてゆっくり練習を開始する。 音楽に合わせた練習を短時間から始め、転倒のない安全な場所で行う。

両足でバランス良くリズミカルに動けるようになる。 転倒しにくい場所で練習し、できたら褒めて意欲を高める。 バランスを取る動きが苦手なため、補助を受けながら練習を行う。 転倒防止に注意し、できたときに褒めてモチベーションを維持する。

片足でケンケンを数回連続でできるようになる。 支援者が手を貸しながら、本人のペースで挑戦できる環境を作る。 片足ケンケンが続けられないため、支援者と一緒に練習をする。 手助けをしつつ、本人のペースを尊重して少しずつ練習回数を増やす。

連続した片足ケンケンでバランスと体力を養えるようになる。 できるだけ安全に配慮し、楽しく取り組めるよう工夫する。 バランスと体力が不足しているため、ケンケン練習を安全に進める。 楽しく取り組める環境づくりをし、焦らず少しずつ回数を増やしていく。

縄跳びで10回以上連続して跳べるようになる。 正しい縄跳びの持ち方や跳び方を教え、繰り返し練習を促す。 縄跳びで連続して跳ぶのが難しいため、基礎から練習を始める。 縄の回し方や跳び方の基本を丁寧に教え、少しずつ回数を増やすよう支援する。

縄跳びの回数を増やし、体力とリズム感を高められるようになる。 継続的に練習し、跳べた回数を褒めて自信を育てる。 体力とリズム感がまだ十分でないため、縄跳びの練習を継続する。 頻度を調整しながら練習し、達成感を感じられるよう声かけを行う。

自分でパンツを着脱できるようになる。 動作の手順を分かりやすく伝え、本人のペースで見守る。 パンツの着脱に支援が必要で、自立まで段階的に練習する。 動作を分解し、本人ができる部分を増やしながら見守りを続ける。

支援者の助けなしでパンツをはけるようになる。 できる部分は本人に任せ、難しいところは適切にサポートする。 パンツを自分で履く動作が難しいため、支援者の補助を受ける。 難しい箇所をサポートしつつ、できることを本人に任せて自信を促す。

自分で靴を履く動作がスムーズにできるようになる。 靴の履き方を具体的に教え、安全に履けるよう見守る。 靴の履き方が不安定で、補助が必要である。 靴の脱ぎ履きの手順を教え、安全に履けるよう丁寧に見守る。

靴の脱ぎ履きを自立して行えるようになる。 難しい部分は手助けしつつ、本人の成長を促す声かけをする。 靴の脱ぎ履きを自立して行うまで支援が必要である。 必要に応じて手助けしながら、本人の成長を促す声かけを行う。

鉛筆を正しく持ち、直線を引けるようになる。 持ち方や姿勢を教え、集中して取り組める環境を整える。 鉛筆の持ち方や直線を引くことに不安があるため練習を続ける。 正しい持ち方や姿勢を繰り返し指導し、集中できる環境を整える。

まっすぐな線を意識して引けるようになる。 うまくできたときは褒めて自信を持たせる。 まっすぐな線を引く練習が継続して必要である。 うまくできたときに褒めて自信を育て、練習を継続できるよう支援する。

ハサミを安全に使い、簡単な形を切れるようになる。 使い方のポイントを教え、安全に作業できるようサポートする。 ハサミの使用に不安があり、作業を安全に進める必要がある。 ハサミの使い方を丁寧に教え、集中できる安全な環境を確保する。

切り抜く形を理解し、丁寧に作業できるようになる。 注意点を伝え、本人が集中できる環境を整える。 切り抜く作業に集中が続かず、繰り返しの練習が必要である。 注意点を伝え、短時間ずつでも集中できるよう支援する。

ボタンの留め外しの基本手順を理解し、自分でできるようになる。 簡単な手順から教え、できたら褒めて励ます。 ボタンの留め外しの手順に不安があるので、段階的に自立を目指す。 簡単な手順から教え、できたことを褒めて励ます。

自分の服のボタンの留め外しができるようになる。 練習を繰り返し、生活に活かせるよう支援する。 ボタンの留め外しの作業に慣れていないため、継続的な練習が必要である。 練習を繰り返し、日常生活に活かせるよう支援する。

安全にナイフを使い、食べ物を適切な大きさに切れるようになる。 ナイフの持ち方や使い方を指導し、切る練習を段階的に行い見守る。 ナイフの扱いに不安があり、安全に使えるよう練習を始める。 安全な使い方を繰り返し教え、切る練習を段階的に進めて見守る。

切る力や動きを調整し、より正確に切れるようになる。 切り方のコツを教え、本人のペースに合わせて練習を続ける。 力加減や持ち方が安定せず、徐々に調整できるよう支援する。 持ち方や動きを細かく指導し、本人のペースで練習を続ける。

ペダルをこぎながらバランスを取り、自転車に乗れるようになる。 安全な場所で補助付き練習を行い、少しずつ自立を促す。 バランスを取るのが難しく、補助を受けながら練習を重ねる。 安全に注意し、補助付きで練習を行い少しずつ自立を促す。

ブレーキ操作や方向転換ができ、安全に走行できるようになる。 操作の方法を丁寧に教え、成功体験を積めるように支援する。 操作に不安があり、ブレーキや方向転換の練習を段階的に行う。 操作方法を丁寧に教え、成功体験を積めるように支援する。

基本的な泳法を習得し、水中で自信を持って動けるようになる。 水の安全や呼吸法を教え、無理のない練習で安心感を育てる。 水中での動きに慣れず、基礎から安全に練習を開始する。 呼吸法や浮く練習を繰り返し、無理のない範囲で支援を行う。

連続して泳ぎ続ける体力をつけ、水泳を楽しめるようになる。 水中での動きを段階的に練習し、成功時は褒めてやる気を促す。 体力が不足し、連続して泳ぐことが難しいため段階的に練習を進める。 少しずつ距離を伸ばし、成功時に褒めてやる気を引き出す。

ラケットの持ち方や振り方を理解し、ボールを打てるようになる。 正しいフォームを教え、ボールに当てる練習を繰り返し行う。 持ち方や振り方が安定せず、正しいフォームを繰り返し練習する。 基本動作を指導し、ゲーム感覚で楽しく取り組める環境を用意する。

ボールの方向や力加減を調整し、狙い通りに打てるようになる。 狙いを定める練習やゲーム感覚で楽しく取り組める環境を用意する。 狙いを定めるのが難しく、段階的に調整できるように支援する。 集中できるよう声かけを行い、楽しみながら練習を続ける。

基本的な動きを観察し、体操やダンスの動きを真似できるようになる。 動きを細かく分解して教え、楽しい雰囲気の中で練習を行う。 動きの理解が難しく、細かく分解してゆっくり教える必要がある。 楽しい雰囲気の中で練習を促し、無理なく参加できるよう支援する。

リズムに合わせて動き、集団の中で協調して参加できるようになる。 音楽や声かけを活用し、協調性を育てる支援を行う。 集団の動きに慣れず、少しずつ協調性を育てる。 音楽や声かけで協調性を促進し、本人のペースで進める。

走るフォームを習得し、効率的に速く走れるようになる。 正しい姿勢や足運びを教え、練習の中で修正と励ましを繰り返す。 フォームの安定が難しく、基礎から丁寧に練習する。 姿勢や足運びを教え、励ましながら繰り返し練習を行う。

疲れにくい走り方を身につけ、持久力を高められるようになる。 練習計画を立て、適切な休息と運動を組み合わせながら支援する。 体力不足で持久力が続かないため、適切に休息を取りながら練習する。 練習計画を立て、無理のない運動と休息のバランスを支援する。

小さな部品を扱い、丁寧に模型作りができるようになる。 作業手順を分かりやすく説明し、集中できる環境を整える。 細かい作業に集中できず、短時間での練習を繰り返す必要がある。 作業手順を分かりやすく示し、集中力を高められるよう支援する。

細部に注意を払い、完成度の高い作品を作ることができるようになる。 失敗しても諦めず取り組めるよう励ましながら支援する。 作品の完成度が安定せず、根気よく取り組むことを支援する。 失敗しても励まし、継続して作業できる環境を作る。

手先の器用さを活かして、計画的に作業を進められるようになる。 作業の段取りを教え、進捗を確認しながら声かけする。 計画的な作業が苦手で、段階的に進められるよう支援する。 作業の段取りを伝え、進捗を見守りながら声かけを行う。

作業を順序立てて行い、完成まで責任を持って取り組めるようになる。 手順を分解して教え、困難な部分は適宜支援しつつ励ます。 順序立てて作業を進めることが難しいため、支援者がサポートする。 作業を分解して教え、難しい部分は適切に補助しながら励ます。

初回利用(放デイ) 新しい環境に徐々に慣れ、基本的な指示やルールを理解できるようになる。 日々の生活の中で簡単なルールや指示を繰り返し伝え、児童が落ち着いて過ごせるよう支援する。 自分で環境の変化を理解し、ルールを守りながら自主的に行動できるようになる。 環境の変化を事前に伝え、児童が主体的に判断し行動できるよう支援する。
初回利用(児発) 指導員との関わりを通じて安心感を得て、簡単な言葉やジェスチャーに反応できるようになる。 繰り返しの声かけや手遊び、簡単なコミュニケーション活動を継続的に提供し安心感を育てる。 身の回りの変化を認識し、指導員の指示に応じて自発的に行動できるようになる。 視覚的なサポートや段階的な指示を用い、児童の自立的行動を促進する支援を継続的に行う。

20までの数字や逆順でも言えるようになる。 新しい数字遊びや逆数数え、数に関する日常会話を積極的に取り入れる。 色の名前を理解しているに対して関心を持ち、職員の補助で取り組もうとする意欲を引き出す。 色の名前を理解しているを取り入れた遊びや活動を通じて、楽しく関われる機会をつくる。

二桁の数字や簡単な計算にも挑戦できる。 足し算や引き算の遊びや日常の買い物ごっこを通じて数の応用力を育てる。 朝の会で「今日の予定を声に出して一緒に読もう」と確認の習慣づくりを支援する。 朝の会では「今日の予定をイラストや写真と一緒に確認してみよう」と視覚的な支援を強化する。

多彩な色や色合い、混色を理解し応用できる。 色カードや絵画活動で、珍しい色や自分で作った色も使える機会を増やす。 席に着くとき「椅子を静かに引いて、落ち着いて座れたね」と行動面を丁寧に褒める。 席に着く場面で「静かに座る前に深呼吸してみよう」と気持ちの切り替えを促す。

会話や表現活動の中で自分の好きな色やイメージを説明できる。 創作や工作で色彩表現を広げ、発言の機会や自己表現の場をつくる。 課題に取り組む前「作業の順番を一緒に考えよう」と計画を立てる力を育てる。 課題を始める時「自分なりのやり方を一度考えてから取り組んでみよう」と主体的な工夫を引き出す。

立体図形や応用的な形の特徴も理解し説明できる。 立体パズルや積み木など様々な形の体験を増やし、図形の特徴を深掘りする。 宿題の開始時「始める前に必要なものを揃えてみよう」と準備の大切さを伝える。 宿題の際「やることリストに順番を書いてみよう」と計画性を身につける支援をする。

複雑な形や実生活の物を観察し、形の違いを表現できる。 写真や実物を用いた観察・比較の機会を設け、言葉で説明する練習を行う。 新しい課題の場面で「分からなければ、紙に書いて整理してもいいよ」と工夫の幅を広げる。 新しい課題に取り組む時「何が分からないかメモしておこう」と自己理解を促す声かけをする。

状況に応じて複数の指示や少し複雑な指示にも対応できる。 指示内容を増やしたゲームや活動を行い、順序立てて考える力を伸ばす。 作業中「周りの音に気を取られず集中できていたね」と集中環境への適応力を評価する。 作業中「音や周囲が気になったら自分から伝えても大丈夫だよ」と安心して集中できる環境を作る。

指示を正確に理解し、他者にも伝えられるようになる。 お手伝いやグループ活動で「伝える役割」を経験し、言語化力を強化する。 疲れた時「机から離れてストレッチをしてみよう」と休息方法を具体的に提案する。 疲れを感じたら「自分から『休憩します』と伝えられたね」と自己申告を認める。

新しい持ち物や状況にも柔軟に対応して管理ができる。 忘れ物チェックリストや自主管理の時間を増やし、責任感を促す。 困難な問題に向き合うとき「違う方法も一緒に考えてみよう」と柔軟な思考を促す。 難しい問題に出会った時「途中で投げ出さず最後まで考えられたね」と粘り強さを評価する。

自分の持ち物の整理整頓を習慣化できる。 整理整頓のルールを一緒に考え、維持できたときはしっかり褒める。 集団活動で「役割分担をみんなと相談して決められたね」と話し合い力を認める。 集団活動では「他の児童と協力してできたことを一つ思い出してみよう」と協調性の育成を図る。

物を配るだけでなく、余りや不足も気付きながら調整できる。 配り方を振り返りながら、数の誤差にも気付けるように声かけする。 活動後「一日を振り返って、できたことを記録してみよう」と振り返りの習慣を勧める。 活動後「今日一番うれしかったことを指導員に教えてね」と自己表現の場を作る。

他者の人数や用途も考慮して効率よく配布できるようになる。 役割分担や実践場面で計画的に配る練習を取り入れる。 次の活動に進む前「やることリストを一緒にチェックしよう」と見通しを持たせる。 次の活動に移る前「自分で『次は○○をやります』と言えたね」と自主性を評価する。

複数人での順番や場面の変化にも臨機応変に対応できる。 ルール変更や役割交代がある遊びを取り入れて柔軟性を高める。 片付け時「誰がどの場所を担当するか話し合ってみよう」と協力的な行動を促す。 片付け時「物の置き場所を決めて、自分で元に戻してみよう」と整理整頓の力を伸ばす。

集団活動でもスムーズに交代や順番を守れる。 グループ遊びや全体活動で交代の仕組みを明確にし、適切な声かけを続ける。 合図を待つ場面で「合図があったらすぐに反応できていたね」とタイミングの良さを褒める。 合図があった時「タイマーが鳴ったらすぐ反応できていたね」と時間感覚を褒める。

時間に合わせて行動を計画し、スケジュールを自分で組み立てられる。 自分で予定表を作成する活動や、時間管理を体験する機会を増やす。 ルールを守れたとき「他の児童のお手本になっていたね」と模範行動を評価する。 ルールを守った場面で「他の児童の見本になるような行動ができていたね」と周囲への影響力を伝える。

約束の時間に自分から行動を開始できるようになる。 タイマーやアラームを活用し、時間を守れた時はしっかり承認する。 気持ちの切り替えが早かったとき「短い休憩でしっかり気分転換できていたね」とリフレッシュの力を認める。 気持ちの切り替えの時「数を数えながらゆっくり深呼吸できていたね」と具体的な方法を称賛する。

静かに過ごすだけでなく、必要に応じて周囲と適切なやり取りができる。 アナウンスや他者の声を聴く・伝える体験を交えながら社会的マナーを広げる。 決められた時間に合わせて「チャイムが鳴ったら席につくことを守れていたね」と自律的な行動を伝える。 時間通りに行動できたとき「時計を確認して自分で動けたね」と時間管理の力を認める。

混雑時や初めての場所でも落ち着いて過ごせる。 シミュレーションやロールプレイで場面を広げ、不安時の対処方法も伝える。 説明を聞く場面で「わからない部分を自分から質問できていたね」と主体性を評価する。 説明を聞く時「重要なところを線で引いてみよう」と聴き方のコツを伝える。

新しい経路やより複雑な場所にも挑戦できる。 事前に地図や経路検索を活用し、徐々に挑戦の幅を広げる。 発表の際「堂々と自分の考えを話せていたね」と自信の表れを認める。 発表では「堂々とした声で話せていたね」と表現の仕方を評価する。

非常時や予想外の状況にも適切に対応できる自信をつける。 ケーススタディやもしもの時の対処練習を取り入れ、安全意識を高める。 活動で「ゲームのルールを友達にも説明できていたね」と理解度と伝える力を褒める。 活動の場面で「友達に分かりやすく説明してくれていたね」と伝える力を認める。

必要な物をリストアップし、予算内で効率よく買い物できるようになる。 実際の買い物前に予算やリストを一緒に確認し、計画通りの購入を意識させる。 必要な物をメモに書き出し、一緒に買い物の流れを確認できるようになる。 一緒に買い物リストを作り、店内で迷わないよう順序立てて買い物を支援する。

買い物後にレシートや消費内容を振り返り、次回に生かせるようにする。 レシート確認や家計簿記入を一緒に行い、振り返りの習慣をつける。 買い物後に使った金額や買った物を一緒に振り返ることができる。 レシートや買い物袋を見ながら買ったものを確認し、できたところを褒める。

基本操作から応用操作（印刷や簡単な資料作成）にも挑戦できる。 タイピングや資料作成など目的を持った操作活動の機会を増やす。 パソコンの電源の入れ方やマウスの使い方など基本操作を身につける。 一緒に電源の入れ方から練習し、簡単な操作を繰り返し練習できるよう支援する。

ICTを使い分けて情報収集や自己表現もできるようになる。 必要に応じてタブレットやスマホの活用方法も伝え、操作力の幅を広げる。 簡単な文字入力やクリック操作ができるように目指す。 タイピング練習やイラストソフトなど使いやすいアプリから始める。

自分の予定を複数管理し、優先順位を考え行動できるようになる。 予定表やアプリを活用し、定期的に計画の振り返り・修正を支援する。 毎日の予定を一つずつ意識し、口頭やメモで確認できるようになる。 予定を書き出し一緒に確認する時間をつくり、日課として継続する。

他者との約束やグループ活動も視野に入れ、計画性を高める。 他者との相談や調整を経験できる場を作り、コミュニケーションのサポートも行う。 家族や支援者と一緒に簡単な予定表を作れるようになる。 曜日や時間を絵や色で示し、見やすい予定表作りをサポートする。

日常の買い物だけでなく貯金や予算管理も意識できる。 貯金箱や家計簿を活用し、金銭管理を楽しく体験できる機会をつくる。 10円・100円など簡単なお金の単位やおつりを理解することを目指す。 実際の小銭を使った練習や、お店屋さんごっこを通して金銭感覚を養う。

金額の違いや必要経費を比較し、より合理的な選択ができるようになる。 金額や品質の比較を一緒に行い、判断材料を増やすワークを取り入れる。 支払い時に金額を確認しながらお金を渡せるようになる。 支払いの練習を繰り返し、できた時は具体的に褒める。

新しい経路や複雑な乗り換えにも挑戦し、自信を持って移動できるようになる。 事前に経路検索や乗り換え練習を行い、段階的に一人で挑戦できるよう支援する。 切符の買い方や乗り方を覚え、一つの路線で目的地に行くことから始める。 駅の利用や乗車体験を一緒に行い、安心して練習できるよう支援する。

トラブル時にも冷静に対応し、目的地に到着できるようにする。 シミュレーションや対話で予期せぬ事態の対処法も伝える。 乗り継ぎや降車のタイミングを意識できるようにする。 乗り換え時の手順を整理し、駅やバス停で実際に確認する機会を設ける。

困った時に自分で複数の方法を考え、柔軟に対応できるようになる。 ケーススタディやグループワークで対応力を磨く場を設ける。 困った時に近くの大人に助けを求めることから始める。 困った時の伝え方や相談の仕方を繰り返し練習する。

必要に応じて大人や専門機関に相談できる力を持つ。 相談先リストの作成や相談練習を定期的に行い、安心感を育てる。 支援者や家族に相談し、解決方法を一緒に考えられるようになる。 困りごとを言葉にする練習や、相談のロールプレイを行う。

信頼できる情報を見分け、目的に合わせて活用できるようになる。 情報の真偽を比較する機会を設け、判断力を養うワークを行う。 図書館の利用方法や本の探し方、検索サイトの使い方を学ぶ。 支援者と一緒に本を探す・検索する体験を積み重ねる。

情報収集だけでなくまとめや発表など応用にも取り組める。 調べ学習や発表の機会をつくり、成果を褒めて意欲を高める。 本やネットで調べた内容を簡単にまとめて発表できるように目指す。 調べたことを紙にまとめたり、支援者の前で話す練習をする。

長期的な目標や段階的な目標も自分で設定できるようになる。 目標を定期的に確認し、達成度や振り返りをサポートする時間を設ける。 短期的な目標や今日やることを一つずつ達成できるようになる。 目標を書き出し達成したら印をつけて、成功体験を積み重ねる。

周囲と協力して目標達成に取り組み、達成感を得られるようにする。 グループ活動で共同目標を設定し、進行を見守り適切に声かけする。 周囲の人と話し合いながら、自分に合った目標を決めて取り組むことを目指す。 グループや支援者と一緒に目標を決め、できたら一緒に喜び合う機会を作る。

初回利用(放デイ) 指導員と一緒に簡単なコミュニケーションを理解し、使えるようになる。 言葉やジェスチャーを使ってやりとりを繰り返し、安心して伝えられる環境を作る。 自分の気持ちや伝えたいことをしっかり話して、周りとスムーズにコミュニケーションができるようになる。 いろいろな話し方を試しながら、楽しく会話のやりとりができるよう支援する。
初回利用(児発) 音や表情に気づきながら、指導員とコミュニケーションの基礎を作る。 声や表情、簡単なジェスチャーを繰り返し使いながら、安心して関われるよう支える。 指導員やお友だちと簡単な会話ができるようになり、自分の気持ちを伝えられる。 話す時間を作りながら、いろんな言葉や表現を楽しく学べるよう支援する。

名前を呼ばれたら返事できる場面で落ち着いて伝えられるようにする。 名前を呼ばれたら返事できるときに使う言葉や表現を視覚的に提示する。 名前を呼ばれたら返事できる行動の一部を模倣したり反応を示せるようにする。 名前を呼ばれたら返事できるの例を一緒に練習し、段階的に自立を促す。

あいさつの練習では「自分から声をかけてみよう」と自発的なコミュニケーションを促す。 あいさつの練習では「相手の目を見て、笑顔であいさつしてみよう」と気持ちの伝わるあいさつを意識させる。 あいさつの練習では「声の大きさやトーンに気をつけてあいさつしてみよう」と表現の幅を広げる声かけをする。 あいさつの練習では「相手の様子やタイミングを見てあいさつしてみよう」と場面に合わせた振る舞いを意識させる。

名前を呼ばれたとき「元気に返事ができていたね」と反応の良さを褒める。 名前を呼ばれたとき「しっかり手を挙げて返事ができていたね」と堂々とした反応を褒める。 名前を呼ばれたとき「元気よく返事ができていて素晴らしかったよ」と反応の力を認める。 名前を呼ばれたとき「落ち着いてしっかりと返事ができていたね」と安定感を褒める。

お友達と遊ぶ前に「一緒に遊ぼうと誘ってみよう」と交流のきっかけを提案する。 お友達と遊ぶ前に「一緒に遊びたい時は、まず声をかけてみよう」と自分からのアプローチを促す。 お友達と遊ぶ前に「一緒に遊びたいときはまず目を見て話してみよう」と視線の大切さを伝える。 お友達と遊ぶ前に「遊ぶ内容を自分から伝えてみよう」と自発的な提案力を育てる。

指導員の話を聞く場面で「目を見て話を聞いてみよう」と傾聴態度を意識させる。 指導員の話を聞くとき「話を聞く時は手を止めて集中してみよう」と聞く姿勢を強調する。 指導員の話を聞く場面で「話を聞くときは手を止めて耳を傾けよう」と集中力を促す。 指導員の話を聞くとき「体の向きを話し手に向けて聞いてみよう」と姿勢の工夫を伝える。

分からない時「分からないことはすぐに指導員に聞いていいよ」と質問しやすい環境をつくる。 分からないとき「分からないことを分からないままにせず、すぐ質問してみよう」と積極的な姿勢を支援する。 分からない時「分からないところはそのままにせず、積極的に質問しよう」と自発性を支援する。 分からない時「一度自分で考えて、それでも分からなかったら質問しよう」と問題解決力を伸ばす。

会話のキャッチボールでは「相手の話を最後まで聞いてから返事をしよう」と順番を意識する声かけをする。 会話のキャッチボールでは「相手が話し終わるまで待ってから返事をしよう」と会話のマナーを伝える。 会話のキャッチボールでは「相手の話にうなずいたり返事をしてみよう」とリアクションを意識する。 会話のキャッチボールでは「相手の言葉を繰り返してみると、分かりやすくなるよ」と反復練習を取り入れる。

相手の表情を観察して「うれしそうだね」など気持ちに気づく練習を行う。 相手の表情に気づく場面で「友達の顔をよく見て、気持ちを想像してみよう」と共感の力を育てる。 相手の表情を観察して「友達がどんな気持ちか想像してみよう」と気持ちを察する練習をする。 相手の表情に気づく場面で「困っている様子に気づいたら声をかけてみよう」と共感力の強化を意識する。

お友達の話を聞いた後「うなずいたり返事をしてみよう」とリアクションの大切さを伝える。 お友達の話を聞いた後「うなずきながら話を聞けていたね」とリアクションを意識できた点を認める。 お友達の話を聞いた後「共感できたことはことばで伝えてみよう」と共感力を育てる。 お友達の話を聞いた後「自分の意見や感想も伝えてみよう」と自己表現力を伸ばす。

集団活動で「自分の意見をみんなの前で発表してみよう」と自己表現の機会をつくる。 集団活動で「みんなの前で自分の意見を一つ発表してみよう」と自己表現の経験を重ねる。 集団活動で「みんなの意見をまとめて発表してみよう」とまとめる力を意識させる。 集団活動で「グループの中で役割を決めて声をかけ合おう」と協力的なコミュニケーションを促す。

遊びの中で「ルールをみんなと話し合って決めてみよう」と協調性を育てる。 遊びのルールを決める時「みんなの意見をまとめて、新しいルールを作ってみよう」と合意形成の力を養う。 遊びの中で「みんなと意見を交換しながらルールを決めよう」とコミュニケーションの幅を広げる。 遊びのルール決めで「自分の意見を整理してみんなに伝えよう」と説明力を評価する。

分からない単語が出てきたとき「辞書や図鑑で調べてみよう」と調べる力を伸ばす支援をする。 新しい言葉を知ったとき「覚えた言葉を使って文を作ってみよう」と応用力を育てる。 新しい言葉が出てきた時「その言葉の意味を自分で調べて発表してみよう」と自主学習の機会をつくる。 新しい言葉を知った時「どんな場面で使えるかを考えてみよう」と実用的な応用力を育てる。

誰かを助けたいとき「『手伝おうか？』と声をかけてみよう」と思いやりの行動を促す。 手伝いをしたい時「どうやって手伝えるかを言葉で伝えてみよう」と具体的な表現力を伸ばす。 助けたいとき「『何かできることある？』と自分から声をかけてみよう」と積極性を評価する。 手伝いをするとき「具体的に何をしてほしいかを伝えてみよう」と要望表現を練習する。

うれしいときや悲しいとき「自分の気持ちをことばで伝えてみよう」と感情表現を促す。 気持ちを伝える時「うれしい、悲しい、など自分の気持ちを言葉にしてみよう」と自己理解を深める。 気持ちを伝える時「言葉にして相手に伝えたことが立派だったね」と自己表現を褒める。 気持ちを伝える場面で「自分の思いだけでなく相手の気持ちも考えて伝えよう」と配慮する力を養う。

先生や指導員に「お願いします」「ありがとう」と伝える練習をする。 先生や指導員に「いつもありがとうございます」と感謝の言葉を伝える練習をする。 先生や指導員に「礼儀正しくあいさつできていたね」とマナーを意識させる。 先生や指導員への声かけでは「自分から元気よくあいさつできていたね」と積極性を褒める。

順番を待つ場面で「自分の順番が来たら大きな声で発表してみよう」と自信を引き出す声かけをする。 順番を待つ場面で「自分の番が来たら元気よく返事をして始めてみよう」と順番意識を強調する。 順番を待つ場面で「自分の順番を覚えて落ち着いて待てていたね」と自己管理の力を認める。 順番を待つ場面で「並ぶときは静かに順番を意識してみよう」と公共のマナーを伝える。

伝言ゲームでは「正確にことばを伝える工夫を考えてみよう」と表現の工夫を支援する。 伝言ゲームで「話を聞き取って正しく伝えることに挑戦しよう」と集中力を養う支援をする。 伝言ゲームで「正確に伝えようと集中していたね」と情報伝達の大切さを伝える。 伝言ゲームで「内容を覚えて正しく伝える工夫をしてみよう」と記憶力を強化する。

話し合いの場で「みんなの意見を一つずつ聞いてみよう」と全体を見渡す力を育てる。 話し合いの場面では「自分と違う意見もきちんと聞いてみよう」と多様性への理解を促す。 話し合いの場で「違う意見も否定せずに聞けていたね」と多様性を受け入れる態度を評価する。 話し合いの場で「発言が苦手な友達にも話をふってみよう」と思いやりを実践する。

電話ごっこで「自分の名前を伝えてから話を始めよう」と自己紹介の練習をする。 電話ごっこで「声のトーンや言い方を意識してやりとりしよう」と場面に合わせた話し方を体験する。 電話ごっこで「丁寧な言葉づかいを意識できていたね」と場面に応じた話し方を学ぶ。 電話ごっこでは「聞き取りやすい声でゆっくり話すことを意識しよう」と丁寧な会話を目指す。

伝えたいことがあるとき「短く分かりやすく話してみよう」と要約する力を意識させる。 伝えたいことがある時「一度頭の中で整理してから話してみよう」と要点整理の方法を伝える。 伝えたいことがある時「前置きや結論を分かりやすく伝えようとしていたね」と構成力を認める。 伝えたいことがある時「順序を意識して説明できていたね」と論理的思考を促す。

誤字脱字を減らし、分かりやすいメールや文章を書けるようになる。 添削や読み合わせを行い、伝わる文章表現を練習する。 単純な文やフレーズを使って意思を伝えられるようになる。 短い文章作成や例文の読み合わせを繰り返し行う。

状況や相手に応じて適切な文章の書き方を使い分けられるようになる。 送信前に相手や目的を確認しながら文章を書く練習を重ねる。 誤字脱字を減らし、基本的な文章の書き方を身につける。 添削を受けながらゆっくり文章を書く時間を設ける。

自分の意見を具体例を挙げて説明できるようになる。 意見とその理由を整理するシートを活用し、発表や共有の機会を設ける。 自分の考えを一言でも表現できるようになる。 簡単な質問や意見交換の場を増やし、発言を促す。

友達や周囲の意見と自分の意見を比較しながら話せるようになる。 グループディスカッションで多様な意見を共有する練習を行う。 他者の意見を聞きながら、自分の意見も伝えられるようになる。 聞くことと話すことの両方を意識した短いディスカッションを実施する。

原稿をまとめ、自信を持って分かりやすく発表できるようになる。 発表内容を一緒に整理し、リハーサルや振り返りを丁寧に行う。 原稿やメモを見ながらゆっくり説明できるようになる。 支援者がついて内容を整理し、繰り返し練習する機会を作る。

質問や意見にも落ち着いて対応できるようになる。 質疑応答の練習を取り入れ、想定問答やフィードバックを行う。 発表の内容を段階的に増やし、少しずつ自信を持って話せるようになる。 小さなグループでの発表や支援者との模擬発表を取り入れる。

要点をまとめて、分かりやすく順序立てて説明できるようになる。 構成を整理するワークや例文読解を通じて説明力を養う。 簡単な言葉で要点をまとめて伝えられるようになる。 支援者が内容を分かりやすく整理し、説明の手助けを行う。

図や表も用いて多角的に説明できるようになる。 図表作成や視覚資料を使った説明練習を行い、分かりやすさを意識させる。 図や絵を使って視覚的に補足しながら説明できるようになる。 視覚資料の作成や説明を支援し、理解しやすい工夫を促す。

相手の話をよく聞き、うなずきや質問で反応できるようになる。 ロールプレイで傾聴や相づち、質問のタイミングを練習する。 相手の話を聞き、簡単な返答やうなずきができるようになる。 聞き返しや相づちの練習を通じて、コミュニケーションの基本を身につける。

意見が異なる場合も落ち着いて受け止め、返答できるようになる。 違いを認める発言や、丁寧な返答の仕方を練習する。 意見の違いを受け入れ、落ち着いて返答できるようになる。 トラブルの対処法や冷静な応答の練習を繰り返す。

状況や相手によって適切な敬語表現を使い分けられるようになる。 敬語と普通語の違いを例文で学び、実際の会話で使う練習を行う。 基本的な敬語表現を理解し、使い始められるようになる。 敬語の例文や場面を使い分ける練習をゆっくり行う。

丁寧語・尊敬語・謙譲語の違いを意識し正しく使えるようになる。 実際の会話や役割演技を通して、場面ごとの使い分けを繰り返し練習する。 丁寧語や尊敬語を簡単に使い分けられるようになる。 日常生活の中で敬語を使う場面を増やし、実践的に練習する。

必要事項を漏れなく正確に記入できるようになる。 記入例を参考にしたり、下書きを添削しながら練習する。 必要な情報を部分的に記入できるようになる。 記入例を見ながら一緒に書く練習を重ね、支援者がフォローする。

書類や手紙の形式や書き方のマナーを身につけ、実生活で活用できるようになる。 公式文書や手紙の構成、マナーについて学び、実際に作成する場面を設ける。 手紙の基本的な構成を理解し、簡単な文章を書けるようになる。 手紙の書き方を教え、短い文を作る練習を繰り返す。

内容を分かりやすくまとめて相手に伝わる書き方ができるようになる。 伝えたいことを整理するワークや添削指導を重ねる。 書類の内容を読み取り、必要に応じて質問できるようになる。 書類の内容を説明し、疑問点を聞く練習の場を設ける。

書類や手紙を書き終えた後に見直しや修正ができるようになる。 書いた後に内容を読み返す習慣をつけ、誤りや不足を一緒に確認する機会を作る。 書いた文章を読み返し、誤りや不足を指摘して修正できるようになる。 書いた後に見直しを促し、訂正方法を一緒に考える時間を作る。

初回利用(放デイ) 指導員や他の児童と少しずつ関わり、安心して集団の中で過ごせるようになる。 日常の場面で声かけや見守りを通じて関わりを促し、社会的な安心感を育てる。 自分の気持ちを伝えながら、仲間とのやりとりを楽しみ社会のルールを学べるようになる。 グループ活動の中で役割を持ち、協力や譲り合いの大切さを体験できるよう支援する。
初回利用(児発) 指導員との安定した関係を築き、安心して集団の中で過ごす基礎を作る。 優しい声かけや一緒に過ごす時間を増やし、児童が安心できる環境を作る。 環境の変化に対応し、指導員や友達と簡単な交流ができるようになる。 興味を持てる遊びや活動を通して、交流の場を増やし社会性を育む支援を継続する。

順番を待つルールを理解し、落ち着いて順番を守れるようになる。 ゲームや遊びの中で順番を意識させ、守れた時には褒める。 順番を待つことが難しくても、少しずつ待つ時間を延ばせるようになる。 短時間から始め、順番待ちのルールを視覚的に示し、成功体験を積ませる。

友達と交代で使う約束を守り、楽しく遊べるようになる。 交代のタイミングや合図を一緒に決め、実践練習を繰り返す。 交代のタイミングが分からず混乱するが、支援者の合図で切り替えられるようになる。 明確な合図やサインを使い、交代の練習を繰り返し行う。

共有の意味を理解し、友達とおもちゃを順番に使えるようになる。 おもちゃの貸し借りの場面を設け、互いの気持ちを考える指導を行う。 おもちゃの貸し借りが難しくても、少しずつ譲ることができるようになる。 実際に貸し借りを体験し、譲り合いの場面を繰り返して学ばせる。

使いたい気持ちを伝え、譲り合いながら遊べるようになる。 言葉でのお願いや譲り合いの練習をし、成功体験を積ませる。 おもちゃの使い方や譲り方を言葉で伝えられるようになる。 言葉でのお願いや説明の練習をし、伝えられた時には褒める。

指示を最後まで聞いて理解し、行動に移せるようになる。 指示の聞き取りを支援し、行動できたら具体的に褒める。 指示を聞くことが難しいが、一つずつ確認しながら行動できるようになる。 指示を繰り返し伝え、支援者が見守りながら実行を促す。

指示の内容を確認しながら正しく実行できるようになる。 不明点は質問する習慣をつけ、丁寧に対応する練習を促す。 指示の意味が分からず戸惑うが、質問して確認できるようになる。 分かりやすい言葉で説明し、疑問点を聞く練習の場を作る。

役割分担や順番を守り、協力して遊びを楽しめるようになる。 協力遊びのルールを説明し、チームワークを体験させる。 協力して遊ぶことが難しいが、簡単な役割分担から始められるようになる。 小さなグループで役割を決めて協力遊びを体験し、褒めて励ます。

友達と相談しながら役割を決め、円滑に遊べるようになる。 意見交換の場を設け、協力する喜びを感じられるように導く。 友達と相談したり意見を出し合ったりすることが苦手でも、徐々に挑戦できるようになる。 短時間の話し合いや相談の機会を設け、練習を積ませる。

友達の困りごとに気づき、声をかけたり手助けができるようになる。 状況を見て適切に行動できるよう、事例を使って指導する。 友達の困りごとに気づきにくいが、声かけや手助けを促されて行動するようになる。 支援者が状況を説明し、手助けや慰めの方法を示して練習する。

悲しんでいる友達に寄り添い、慰めの言葉をかけられるようになる。 感情表現の練習やロールプレイで寄り添い方を学ぶ。 悲しんでいる友達にどう対応すればよいか分からず、模倣しながら学ぶようになる。 ロールプレイや絵本などを使って寄り添う方法を理解させる。

喜怒哀楽の感情を言葉や態度で適切に伝えられるようになる。 感情カードやシチュエーションを使い、表現の練習を行う。 自分の気持ちを言葉にすることが苦手でも、簡単な感情表現から始められる。 感情カードや写真を使い、感情を表現する練習を少しずつ増やす。

不満や嬉しさを場面に合わせて伝えられるようになる。 感情を言葉にする機会を増やし、発言を認めて安心感を持たせる。 不満や喜びを場面に応じて言葉にできず、支援を受けながら伝えられるようになる。 言葉で伝える方法を教え、できた時にはすぐに認めて安心感を与える。

グループに入り、自然な挨拶や会話ができるようになる。 小集団での遊びや会話の練習を通じて、輪に入る経験を重ねる。 グループに入るのが苦手でも、一人から徐々に参加できるようになる。 一対一や小グループでの関わりから始め、徐々に輪の中に入る機会を増やす。

友達の遊び方を観察し、適切なタイミングで参加できるようになる。 参加の合図やきっかけを支援し、参加できた時は褒める。 遊びのタイミングや話題が分からなくても、支援者の助けで参加できる。 参加の合図や話題提供を支援者が行い、参加できたらしっかり褒める。

分担した役割を理解し、責任を持って遂行できるようになる。 役割の説明や確認を丁寧に行い、達成感を持てるよう支援する。 役割分担や責任感が持てず、簡単な仕事から徐々に関われるようになる。 役割の説明や実践を丁寧に支援し、できた時に褒めて動機付けをする。

トラブル時も協力して解決し、チームワークを高められるようになる。 問題解決の話し合いや協力の場面を設け、練習を積む。 トラブル解決が難しくても、支援者の助言で問題に向き合えるようになる。 トラブルの具体例を話し合い、解決方法を共に考える時間を作る。

ルールを理解し、フェアプレーでゲームやスポーツを楽しめるようになる。 ルール説明を視覚的に示し、守れた時は褒めて動機付けをする。 ルールを理解しにくいが、繰り返し説明を聞いて守れるようになる。 ルール説明を簡単にし、実際に守れた時は褒めて安心感を与える。

審判や仲間の判断を尊重し、冷静に受け入れられるようになる。 判断の根拠を説明し、納得できるよう繰り返し確認する。 審判や仲間の判断に納得できず混乱することがあるが、説明を受けて受け入れられる。 判断の根拠を丁寧に説明し、納得できるよう支援を繰り返す。

宿題の内容と手順を理解し、自主的に取り組めるようになる。 スケジュール管理や計画表を使い、自主性を育てる支援を行う。 自主的な行動が苦手でも、少しずつ指示なしで取り組めるようになる。 スケジュールや計画表を使い、自主性を育てる支援を行う。

時間管理を意識し、期限内に宿題を終わらせる習慣をつけられるようになる。 タイマーやリマインダーを使って時間を意識し、振り返りを行う。 期限を守る習慣が身につかず、リマインダーや声かけで対応できるようになる。 タイマーやリマインダーを使い、時間管理の意識づけを支援する。

自分の考えをはっきりと伝え、周囲に理解してもらえるようになる。 意見を整理し、伝える練習の場を設けて発表や共有の機会を増やす。 自分の考えを言葉にするのが苦手でも、少しずつ表現できるようになる。 意見を考える時間を設け、ゆっくり話す練習を繰り返す。

適切な言葉遣いで自分の意見を述べ、相手の反応を受け止められるようになる。 丁寧な言葉の使い方を教え、話し方の練習を繰り返す。 話す内容を整理できず戸惑うことがあるが、支援を受けて伝えられるようになる。 支援者が話す内容のポイントを整理し、話す練習を支援する。

グループのルールを理解し、積極的に活動に参加できるようになる。 役割分担や活動内容を説明し、参加しやすい環境を作る。 集団のルールや雰囲気が分かりにくいが、徐々に参加できるようになる。 活動内容を分かりやすく説明し、参加のきっかけを作る。

他者との関わりを楽しみながら、協力して取り組めるようになる。 グループ内のコミュニケーションを促し、活動を振り返る時間を設ける。 人間関係のトラブルで躊躇するが、支援者の助けで関わりを持てるようになる。 人間関係の場面を想定した練習やロールプレイを行う。

発表の内容を整理し、自信を持って人前で話せるようになる。 準備や練習の機会を十分に設け、ポジティブなフィードバックを与える。 緊張して話せないことがあるが、リラックスして話せるようになる。 発表前の準備や呼吸法など、緊張緩和の方法を教える。

聴衆の反応を見ながら、落ち着いて説明や発言ができるようになる。 質疑応答や場の雰囲気作りの練習を取り入れ、対応力を高める。 言葉が詰まったり間違えたりするが、続けて話せるようになる。 練習回数を増やし、安心感を持てる環境で発表を繰り返す。

チームメンバーの意見をまとめ、目標達成に向けて導けるようになる。 リーダーシップの基本を教え、役割や責任を理解させる。 指示や責任を理解するのが難しいが、支援を受けて少しずつできるようになる。 役割の説明やフォローを丁寧に行い、成功体験を積ませる。

問題発生時にも冷静に対処し、チームを支えられるようになる。 トラブル対応の方法を練習し、リーダーとしての自覚を促す。 トラブル対応に自信が持てず迷うが、アドバイスを受けて対応できるようになる。 問題解決の具体的な手順を示し、ロールプレイで練習を行う。

他者の考えや価値観を理解し、柔軟に受け入れられるようになる。 意見の違いを認める活動を行い、尊重する姿勢を育てる。 他者の考えを理解しにくいが、支援者の説明で受け入れられるようになる。 意見の違いを認める場面を作り、ゆっくり説明しながら練習を重ねる。

異なる意見を建設的に議論し、共通点を見つけられるようになる。 グループディスカッションを通じて議論のマナーを学ぶ機会を作る。 自分の意見を押し通しがちだが、譲り合いの大切さを学び受け入れられるようになる。 妥協の大切さを伝え、具体的な場面で譲り合いを体験させる。

新しい環境でのルールや習慣を理解し、スムーズに適応できるようになる。 環境変化の説明や段階的な導入を行い、不安を軽減する支援をする。 環境の変化に戸惑い、不安になることが多いが徐々に慣れていけるようになる。 環境変化を段階的に説明し、安心感を与える支援をする。

環境の変化に柔軟に対応し、自己管理ができるようになる。 変化に対する心構えを教え、必要に応じてサポートを提供する。 変化に対して抵抗感があるが、支援を受けて受け入れられるようになる。 変化の理由やメリットを繰り返し説明し、不安を軽減する。

与えられた役割を理解し、責任を持って最後までやり遂げられるようになる。 役割の確認や進捗管理を支援し、達成感を感じられるようにする。 役割を覚えるのが苦手だが、支援を受けて少しずつ責任を果たせるようになる。 役割を細かく分解し、確認しながら実行を支援する。

チーム内の協力や助け合いを意識し、責任感を育てる。 チームワークの重要性を教え、役割遂行を支援する。 仲間との協力が難しいが、支援者の介入で協力して役割を果たせるようになる。 チームワークの重要性を教え、協力の場面を増やす。

問題の原因を理解し、適切な方法で解決できるようになる。 解決策を話し合う場を設け、意見交換や妥協の練習をする。 衝突時に感情的になることが多いが、支援を受けて冷静に対処できるようになる。 感情のコントロールや話し合いの方法を教え、練習の場を設ける。

衝突後も冷静に話し合い、和解や理解を深める態度を持てるようになる。 衝突のシミュレーションや感情の整理方法を学ぶ機会を作る。 トラブル後の対応が苦手だが、支援者の助けで和解や改善に向かえるようになる。 衝突の事例を使って対応方法を学び、支援者がサポートする。

項目

健

康

や

生

活

0.

1. 手洗いがひとりでできる

2. 一人で歯磨きができる

3. 簡単な服の着脱ができる

4.

8. 食事の際にはしやスプーンを使って食べる

9. 自分の姓と名を言える

10. トイレにひとりで用を足せる

手を洗った後、タオルで手を拭ける

5. 食事の際、飲み物をこぼさず飲める

6. 鼻をティッシュでかめる

7. トイレで用を足した後にお尻を拭ける

14. 料理の簡単な手順を行える

15. 掃除機や箒で部屋の掃除ができる

16. 自分で服を洗濯し干すことができる

11. ひとりで電車に乗れる

12. 身だしなみを整えられる(髪型、服装)

13. 一人で洗濯機を操作できる

3. 投げたボールをキャッチできる

4. スキップができる

5. 片足ケンケンができる

17. 食材を選んで買い物ができる

18. お金の管理が一人でできる

0.

1. 階段を手すりなしで上り下りできる

2. 片足で数秒立てる

9. 鉛筆を持って直線が引ける

10. ハサミで簡単な形を切り抜ける

11. ボタンつけができる

6. 縄跳びが10回以上跳べる

7. ひとりでパンツがはける

8. ひとりで靴がはける

15. ラケットを使ってボールを打てる

16. 体操やダンスの動きを真似できる

17. 正しいフォームで走れる

12. ナイフを使って食べ物を切れる

13. 自転車に乗れる

14. 泳げる

4. 簡単な指示に従える

5. 自分の持ち物を区別できる

6. 数を数えながら物を配れる

18. 細かな手作業(模型作りなど)ができる

認

知

や

行

動

0.

1. 数字が1から10まで言える

2. 色の名前を理解している

3. 基本的な形(〇、△、□)を区別できる

運

動

や

感

覚

10. 目的地まで一人で行ける

11. 計画的に買い物ができる

12. パソコンなどの操作ができる

7. 順番がわかる(待てる、交代できる)

8. 時計が読める

9. 乗り物内で静かにできる

4. 挨拶ができる

16. 問題発生時に適切に対処できる

17. 図書館やインターネットで必要な情報を探せる

18. 目標設定し自己管理ができる

13. スケジュールを自分で立てられる

14. 金銭計算ができる

15. 公共交通機関を乗り継げる

8. 道を聞いたり説明したりできる

9. お店で注文ができる

10. 新聞の記事や小説などが読める

5. 簡単な要求を伝えられる

6. 短い会話ができる

7. 電話で簡単な応対ができる

14. 文章で複雑な内容を説明できる

15. 相手の意見を聞いて適切に反応できる

16. 場に応じた敬語を使える

11. メールや簡単な文章が書ける

12. 意見を述べることができる

13. プレゼンテーションができる

4. 他の子どもと協力して遊べる

5. お友達を助けたり慰めたりできる

6. 感情を適切に表現できる

17. 書類の記入や手紙の作成ができる

人

間

関

係

や

社

会

性

0.

1. 遊びで順番を守れる

2. 友達とおもちゃを共有できる

3. 先生や友達の指示に従える

言

語

や

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

0.

1. 簡単な質問に答えられる

2. 名前を呼ばれたら返事できる

3. 欲しい物を言葉で伝えられる

10. 指示がなくても自分で宿題ができる

11. 自分の意見を言える

12. 集団活動に参加できる

7. 友達の輪に入り遊べる

8. 係などの仕事を友達と協力して行える

9. ゲームやスポーツなどのルールが守れる

16. 新しい環境に適応できる

17. 自分の役割を理解して責任を果たせる

18. 問題や衝突を円滑に解決できる

13. 人前で自信を持って話せる

14. チームをリードできる

15. 異なる意見を尊重できる


